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ビジネス・レーバー・モニター

調査の趣旨

　JILPT調査部では、企業及び業界団
体のモニターに対して四半期毎に、業
況の実績と次期の見通しを尋ねている。
　業況観を「快晴」「晴れ」「うす曇り」
「本曇り」「雨」の５段階で評価して
もらい、企業の回答平均と事業主団体
の回答をさらに平均して、各業種の最
終的な判断を算出する。このほど、
2016年第４四半期（10～12月期）の
業況実績と、2017年第１四半期（１
～３月期）の業況見通しについて、
2017年３月29日～４月14日に調査し
た。
　本稿では、企業と業界団体の計70
組織から得られた回答（これらで構成
される業種数は50）の集計結果を紹
介する。

各企業・団体モニターの 
現在の業況

　2016年第４四半期（2016年10～
12月の業況）は、今回回答があった
50業種のうち、「快晴」とする業種が
ゼロ、「晴れ」が９業種（業種全体に
占める割合は18％）、「うす曇り」が

25業種（同50％）、「本曇り」が13業
種（同26％）、「雨」が３業種（同６％）
となっている（表）。半数の業種が「う
す曇り」と判断。一部で業況の回復が
見られるものの、国内消費の低迷や人
手不足の深刻化が続いており、それら
が不安要素となっている現状が垣間見
える（業況実績および見込みの判断は、
企業評価平均と事業主団体評価の平均
の数値であり、それぞれの企業・事業
主団体の業況評価とは必ずしも一致し
ない）。

現在の業況の判断理由

　現在の景気判断で、事業主団体等の
代表的な理由（自由記述）を抜粋し紹
介する。

派遣社員の実稼働者数や請負が伸長

　「晴れ」と評価した業界は、【建設】
【金属製品】【硝子】【金型】【通信】【情
報サービス】【事務処理サービス】【請
負】などの９業種。評価については、
例えば、【建設】では「概ね、当初の
計画通りに業況が推移」したことや、
「過去最高益に迫る見通しになる」な
どの理由を挙げている。

　【金属製品】は、「国内の住宅着工戸
数もほぼ前年並みに推移している」こ
となどを指摘。【硝子】は「化学品・
自動車ガラス・電子の出荷量増、建築
用ガラスの販売価格上昇に加えてコス
トダウン効果が増益に寄与している」
と説明する。【事務処理サービス】は、
派遣社員の実稼働者数が2013年第３
四半期から14期連続で対前年同期比
100％超にあることを判断材料に挙げ、
【請負】も「短期業務支援事業におい
て、主力サービスである紹介および代
行を伸張させたことに加えて、請負が
伸張したことが要因」としている。

深刻化する人手不足が懸念材料に

　「うす曇り」と判断した業界（25業
種）の主な判断理由を見ていくと、【商
社】は、「多くの総合商社の業績は上
向いたが、収益回復に時間がかかる社
もある」ことを指摘。【石油卸】は、「エ
ネルギー関連事業は厳しい状況下にあ
るが、自動車、携帯電話の事業におい
てなんとか維持できている」、【水産】
も「主要魚種あるいは大衆魚の大幅な
不漁により、加工原料の不足や高騰で
廃業も起こっている一方、魚価の上昇
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ヒューマンサービス関連が伸長する一方で、人手不足への懸念も
――次期見通しは「うす曇り」が半数強に

2016年10～12月期の業況実績と2017年１～３月期の業況見通し

　JILPT調査部が四半期ごとに実施している「ビジネス・レーバー・モニター調査」で、2016年第４四半期（10～

12月期）の業況実績は、前期（2016年第３四半期）より「本曇り」と「雨」が減少し、その分、「うす曇り」が増えた。

この傾向は次期（2017年第１四半期）もさらに強まり、「うす曇り」が全体の半数強に達する見通しになっている。【事

務処理サービス】や【請負】などの人材ビジネス関連が事業の伸長を伝える一方で、【警備】【シルバー産業】【職業紹介】

などでは深刻化する人手不足への対応に頭を悩ませる報告が寄せられている。

企業・事業主団体モニター 定例調査結果
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で利益増となった業態も少なくない」、
【鉄道】でも「運輸事業が底堅い一方、
インバウンド需要に陰りが見られる」
などと、業界内での相反する動きをう
かがわせる記述が目立つ。
　その一方で、【警備】では、「業界全
体で警備員不足が深刻化しており、特
に中小企業の経営環境はまだ厳しい状
況にある」として人手不足の深刻化を
懸念。【シルバー産業】は、「多くの介
護サービスで給与費割合が上昇してお
り、介護職員の処遇改善は進んでいる
ことがうかがわれる」「現在雇用して
いる介護職員への処遇改善効果は一定

程度認められている」などの好材料を
示しつつも、「今後の人材確保への効
果として現れて来るには時間がかかる
ことが想定される」とした。【職業紹介】
からは、「求人は増加傾向にあるが、
求人条件に合う人材が見当たらず、紹
介実績につながらない」との報告が寄
せられている。
　【自動車】業界も国内外の生産台数
や国内販売台数、輸出台数がいずれも
前年同期比プラスを示すなど上向きに
もとれるが「前年水準が極端に低いこ
と、また世界経済の状況が不透明なこ
と」から「うす曇り」と判断している。

低価格志向や構造的縮小問題が

　「本曇り」と判断した業界（13業種）
の主な理由については、【印刷】が、「依
然として出版印刷の減少が大きい」こ
と、【パン・菓子】も消費者の低価格
指向を反映して「パン購入金額が減少
傾向にある」こと、【石油精製】は「原
油価格の下落でマージンが低下してい
る」ことを、それぞれ判断理由に挙げ
た。
　また、【繊維】は「紡績業界の現況が、
依然として国内衣料消費の低迷と低価
格志向に加え、円高の進行に伴う経営

表　前期および今期の業況実績と業況見通しの概要
前回のBLM調査結果（回答数７２） 今回のBLM調査結果（回答数70）

２０１６年第3四半期（７～９月）の業況実績 ２０16年第4四半期（10～12月）の業況実績 ２０1７年第1四半期（1～3月）の業況見通し
業況判断 業種名 業種数 ％ 業種名 業種数 ％ 業種名 業種数 ％

快晴 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

晴れ
食品、金属製品、化学、金型、通信、
事務処理サービス、請負、その他、
警備

9 17.6 
建設、金属製品、硝子、金型、通信、
情報サービス、事務処理サービス、
請負、その他

9 18.0 
建設、金属製品、硝子、金型、通信、
情報サービス、事務処理サービス、
請負

8 16.0 

うす曇り

建設、商社、水産、玩具等販売、自
動車販売、ホームセンター、コンビ
ニ、ゴム、医薬品、電機、遊技機器、
ホテル、旅行、鉄道、港湾運輸、外
食、シルバー産業、情報サービス、
職業紹介、木材

20 39.2 

商社、石油卸、水産、食品、玩具等
販売、ホームセンター、製缶、鉄鋼、
非鉄金属、電線、ゴム、医薬品、石
膏、自動車、遊技機器、ホテル、鉄
道、港湾運輸、外食、事業所給食、
シルバー産業、職業紹介、住宅、木
材、警備　

25 50.0 

商社、石油卸、水産、食品、玩具等
販売、ホームセンター、製缶、鉄鋼、
非鉄金属、電線、ゴム、医薬品、石
膏、自動車、遊技機器、ホテル、鉄
道、港湾運輸、外食、事業所給食、
シルバー産業、職業紹介、住宅、木
材、警備、化繊、その他　

27 54.0 

本曇り

造船・重機、印刷、出版、石油卸、
パン・菓子、工作機械、鉄鋼、非鉄
金属、電線、石油精製、石膏、繊維、
化繊、紙パルプ、自動車、道路貨物、
専修学校等、葬祭

18 35.3 

印刷、パン・菓子、百貨店、工作機
械、石油精製、繊維、化繊、紙パル
プ、電機、道路貨物、専修学校等、
中小企業団体、葬祭、

13 26.0 

印刷、パン・菓子、百貨店、工作機
械、石油精製、繊維、紙パルプ、電
機、道路貨物、専修学校等、中小企
業団体、葬祭、旅行

13 26.0 

雨 百貨店、セメント、電力、中小企業
団体 4 7.8 出版、セメント、旅行 3 6.0 出版、セメント 2 4.0 

計 51 100.0 50 100.0 50 100.0 

図　調査開始以来の業況調査結果の推移
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環境の不透明化等により減収傾向とな
り、厳しい状況が続いている」状況。【化
繊】も「衣料用は個人消費の低迷を背
景に婦人服中心に不振で中国向け輸出
も低調」。【紙パルプ】でも、「国内の
新聞用紙等『紙』分野における需要の
構造的縮小傾向および古紙価格高騰に
よる原料価格アップ等が続く」などと
している。

打撃与える海外旅行の低迷

　「雨」と評価した業界は、【出版】【セ
メント】【旅行】の３業種。【出版】が
「紙媒体による流通減少傾向に歯止め
がかからない」ことを指摘したほか、
【セメント】は「全国的に公共工事は
発注されているものの、人手不足等に
より工事が停滞していること、民間設
備投資に力強さがないこと」などが影
響している模様。【旅行】は、「海外旅
行、特に収益の稼ぎ頭のヨーロッパの

落ち込みが酷い」状況にあり、大手旅
行会社、格安旅行会社の経営を直撃し
ているという。

次期（2017 年１～３月）の
業況見通し

　次期（2017年１～３月）の業況見
通しについては、50業種のうち、「快
晴」とする業種がゼロ、「晴れ」が８
業種（業種全体に占める割合は16％）、
「うす曇り」が27業種（同54％）、「本
曇り」が13業種（同26％）、「雨」が
２業種（同４％）となっている（表）。
　今期（2016年10～12月）よりも好
転するとした業種は２業種、悪化する
とした業種は１業種で、悪化予想業種
より好転予想業種が１業種多いものの、
「うす曇り」が半数強を占めているう
え、現在と同じ業況判断をした業界が
47業種（94％）もあるなど、景気動
向はほぼ今回の状況と変わらずに推移

するものと見られる。

【化繊】と【旅行】が業況好転の見通し

　業況の好転を予想したのは、【化繊】
と【旅行】。【化繊】は、「衣料用は国内、
輸出ともに盛り上がりに欠ける」とす
るものの、「非衣料用はエアバッグ向
けが堅調。紙おむつ向けが回復基調へ」
向かうとして「本曇り」から「うす曇
り」への改善を予測。今期を｢雨｣とし
ていた【旅行】は、「東京五輪はある
が将来に向けた見通しがなかなか立た
ない」などと、まだ厳しい状態が続く
ことを見通しつつも、判断を「本曇り」
に引き上げている。
　一方、業況悪化を予想した【その他】
業種は、「求人広告掲載件数の対前年
同月比が直近の２月でプラス4.1％と、
緩やかではあるがダウントレンドと
なっている」として、「晴れ」から「う
す曇り」に引き下げた。　　（調査部）




